





















































































あり， 文化財は， 未指定のものも含め， 開発 ・ 災害
等による消滅の危機のみならず， 文化財継承の担い


















































































料の調査 ･研究 ･収集 ･展示 ･普及のため，ある





















































導 ･ 助言など， 地方公共団体の文化財担当部局や
博物館等の果たす役割が極めて重要である （p． 2）。
市町村については， 文化財担当部局だけではなく，




財の保存会や NPO 団体， 自治会や町内会， 地域の
歴史の語り部などのボランティア団体， 私立の美術館















添資料である 「文化財リスト」 に記載し， 主な文化
財の概要や特徴 （歴史的 ･ 地理的な分布状況や域
内の文化財に多く見られる類型 ･ 様式等の特徴） を
記述する （p． 6）。





















するなど， 適切に活用することが望ましい （p． 7）。
（1） 作成に向けた準備として， 過去からの調査や市
町村史等の文献， 関連する行政計画や条例， 規則
などの基本情報を収集 ･ 整理する （p． 9）。
3）災害時，都道府県内の救援ネットワークの構
成機関としての役割








（参考資料 1． p． 1）
文化財の保存 ･ 活用に関する措置には， ［中略］ 例
えば， 次に掲げるような内容について記載することが
考えられる。
･ 防災 ･ 防犯対策， 災害発生時の対応








○本特例は， 地域計画の作成過程で調査 ･ 把握さ




























国， 都道府県レベル， 博物館等関係団体など， 各
段階で実施されている研修の推進を図る必要がある。
これに加え， 博物館等の役割強化のためには， 都道
府県立美術館 ･ 博物館等に， 調査研究及び展示等
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の育成 ･ 確保， ［中略］ などを記載する （p． 3）。
文化財の保存 ･ 活用の推進体制には， 文化財担当部
局や関係部局， 博物館等の関係機関における職員 ･
専門的人材の配置状況，［中略］などを記載する（p．3）。
文化財の保存 ･ 活用の推進体制には， 地域計画を
実施していくための市町村の文化財担当部局や関係
部局， 域内に所在する博物館等の関係機関における
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用大綱 ･ 文化財保存活用地域計画 ･ 保存活用計
画の策定等に関する指針 .
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/pdf/
r1402097_10.pdf
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